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１．はじめに 

図-1 引佐第二トンネル位置図 

 引佐第二トンネルは，静岡・愛知両県の県境付近に位置

し，現在建設中の第二東名高速道路と供用中の東名高速道

路を結ぶ第二東名引佐連絡路に属する(図-1 参照)，延長約
1,500ｍ，掘削断面積約 110m2の上下線 2 本のトンネルで
ある。トンネル付近の地質は異地性岩石を含むメランジェ

であり，地質分類では御荷鉾帯と秩父帯の層境に位置して

いる。両坑口部一帯は有数な地すべり地帯であり，工事着

手前から現在に至るまで活発に活動中である。 
２．地質概要  

 両坑口部で生じている地すべりの要因と 
して，周辺一帯に広がる，中生代の付加体

で構成される軟弱な地山状況が挙げられ

る。この地質は輝緑岩を主体としているが

輝緑凝灰岩，蛇紋岩が混入しており，いわ

ゆるメランジェ～分断ユニットに属して

いる。輝緑岩は水冷破砕岩(ハイアロクラス
タイト)であり，細かく多数の節理が発達し
ている。また蛇紋岩は水により容易に劣化

し押し出し性の著しい地山である。 
 引佐第二トンネルの地質は，後述する地

芳トンネルと同様にジュラ紀～白亜紀に

生成された付加体コンプレックスで構成

される (図-2)。

地芳トンネル 引佐第２トンネル ３．検討の経緯 

 事前の弾性波調査では，掘削地山は弾性

波速度が Vp=4～5km/s と良好な岩盤であると評
価され当初は C等級主体の地山等級が設定されていたが，実際に掘削を行ったところ，事前調査では Vp=4.0km/sの
箇所で大規模に切羽崩壊を起こし，トンネルの変位は沈下卓越型で 100mm を超えたため，高規格支保工，高耐力ロ
ックボルトおよびフェイスボルト等を併用した DⅡパターンで施工せざるをえなかった。そこで切羽崩壊後，既設ボ
ーリング工を用いて高精度弾性波探査(弾性波トモグラフィー解析)を実施し，あわせて孔内載荷試験を実施して，弾性
波速度および地山の変形係数を掘削前の地山と掘削後の周辺地山で比較した。また全く同様の検討を，類似地山の地

芳トンネルでも実施した。 

図-2 日本国土における付加体コンプレックス分布

４．再調査の結果 

 高精度弾性波探査の結果得られた，切羽前方の地山の弾性波速度の分布を図-3(上図)に示す。また図-3(下図)は
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トンネル孔内において踏まえ付近で実施した掛矢による簡易弾性波探査の結果で，トンネル踏まえから側壁におけ

る弾性波速度の分布を示したものである。さらに図-3に，切羽前方 20m の位置とトンネル側壁部深さ 2mの位置にお

いて実施した孔内載荷試験で得た地山の変形係数も示す。この結果，掘削前には Vp＝4.0～5.0km/s であっても掘削

後の周辺地山はVp=1.6～2.0km/sにまで弾性波速度が低下し，さらに変形係数も160MPaから64MPaに低下している。

Vp＝4.0km/sは地山等級では Cに

該当するが，Vp＝2.0km/s である

とDⅡにまで等級が下がることに

なる。 
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図-3 掘削前・掘削済箇所における弾性波速度および地山強度の比較
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地山の強度(変形係数)の低下について表-1 に

削前の状態と比較すると弾性波速度，変形係

る。 

本稿で対象とした付加体メランジェの蛇紋岩質

ジェに対しても同様の議論が展開できると推

の位置付けを再考したものである。 


